
 

 

「深い学び」を具現する授業デザイン～子供たちが互いに影響力を発揮し合う「学び合い」の展開～ 

北海道教育大学附属釧路義務教育学校 

 

                                                 

１．単元名 

 ４章 平行と合同 

 

２．単元の目標 

(1)  平行線や角の性質を理解し，それらを使って角の大きさを求めることができるとともに，証明の

必要性と意味及びその方法について理解することができる。 

(2)  基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質をもとにしてそれらを確かめ説明するこ

とができるとともに，三角形の合同条件を基にして平面図形の基本的な性質を論理的に確かめ表現

することができる。 

(3)  平面図形の性質のよさを実感して粘り強く考え，平面図形の性質について学んだことを生活や学

習にいかそうとしたり，平面図形の性質を使った問題解決の過程をふり返って検討しようとしたり

する態度を身に付ける。 

 

３．単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 基本的な平面図形の性質を

理解している。 

② 平面図形の合同の意味及び

三角形の合同条件について理

解している。 

③証明の必要性や意味及びその

方法について理解している。 

① 平行線や角の性質を基にし

て基本的な平面図形の性質を

説明することができる。 

② 三角形の合同条件を基にし

て基本的な平面図形の性質を

説明することができる。 

① 演繹的推論の必要性と意味

を考えようとしている。 

② 平面図形の性質について学

んだことを学習に生かそうと

している。 

③ 平面図形の性質を活用した

問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

 

４．単元のデザイン（全１７時間） 

次 学習活動・学習内容 
重

点 

記

録 
備考 

1 ・対頂角の性質を見いだし，根拠を明らかにして説明することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

思 

 

 

 思①：行動観察 

2 

 

・平行な 2 直線に 1 つの直線が交わると等しい角ができることを

理解することができる。 

 

知 

 

 

 

 

知①：行動観察・ノ

ート 

日 時 令和４年１１月１７日（木）       生 徒 〇〇中学校２年生 

授業場 〇〇中学校２年生教室            授業者 野 口 朝 央 

問題 41 角の大きさが等しくなっている組はいくつあるだろう

か。 

 
𝑎 
𝑏 

 

𝑐 

 

𝑑 

 

𝑒 

 𝑓 

 

𝑔 

 

 

ℎ 
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3 ・平行線の性質と，平行線になるための条件の違いを理解すること

ができる。 

 

 

 

知  知①：行動観察，ノ

ート 

4 ・三角形の内角と外角の関係に気付き，これを用いた角の大きさの

求め方を説明できる。 

 

 

 

 

 

 

思 

 

 

 

思①：行動観察，ノ

ート 

5 ・多角形の内角の和を予想し，既習の図形の性質を使ってそれが正

しいことを説明することができる。 

 

 

思  思①：行動観察，ノ

ート 

6 ・多角形の外角の和を予想し，既習の図形の性質を使ってそれが正

しいことを説明することができる。 

 

 

 

思  思①：行動観察，ノ

ート 

7 ・へこみのある図形の角度を，既習の図形の性質を使って求めるこ

とができる。 

 

 

 

 

思 ◯ 思①：行動観察，ノ

ート，ロイロノー

ト 

8  

 

・小テスト・学習シート 

知 

思 

態 

◯ 

◯ 

◯ 

知① 

思① 

態①〜② 

9 ・合同な図形の性質に気付くことができる。 

 

知  知②：行動観察，ノ

ート 

問題 43 「錯角が等しいならば 2 直線は平行になる」も正しい

だろうか。 

問題 44 ∠𝑥の大きさは何度だろうか。 

問題 45 五角形の内角の和は何度だろうか。 

問題 46 三角形と四角形では外角の和が大きいのはどちらだろ

うか。 

問題 47  ∠𝑥の大きさは何度だろうか。 

問題 42 ∠𝑎と等しい角はいくつあるだろうか。 

 

 

 

 

𝑎 

𝑏 𝑐 
𝑑 

𝑒 

𝑓 𝑔 

ℎ 

A 

C B 

70° 

30° 𝑥° 

問題 48 星の形をした図形の５つの角の和を求めよう。 
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10 ・三角形をかく活動を通して，三角形の合同条件を見いだすことが

できる。 

 

 

知 

 

 

 知②：行動観察，ノ

ート 

11 ・三角形の合同条件を使って，２つの三角形が合同かどうか判断す

ることができる。 

 

 

 

知  知②：行動観察，ノ

ート 

 

12 ・証明のしくみや仮定と結論の意味に気付くことができる。 

 

 

 

知  知③：行動観察，ノ

ート 

13 ・三角形の合同条件を使って，角の二等分線の作図が正しいことを

証明することができる。 

 

 

 

思  思②：行動観察，ノ

ート 

14 ・図形の性質を証明するために，証明の構想や方針を立てることが

できる。 

 

 

 

思  思②：行動観察，ノ

ート 

15 ・三角形の合同条件を使って，垂線の作図が正しいことを証明する

ことができる。 

 

 

 

知 ◯ 知③：行動観察，ノ

ート，ロイロノー

ト 

16 ・小テスト・学習シート 

 

知 

思 

態 

◯ 

◯ 

◯ 

知②〜③ 

思② 

態①〜③ 

17 単元テスト・学習シート 知 

思 

態 

○ 

○ 

○ 

全ての観点 

 

 

問題 50 △ABC≡△DEF となる△DEF をかこう。 

問題 51 次の図で合同な三角形の組は 

いくつあるかな。 

問題 52 AO=CO，DO=BO ならば， 

 AD=CB となるかな。 

問題 49 次の図で，△ABC を移動 

してぴったりと重ね合わせること 

のできる三角形はいくつあるかな。 

問題 53 角の 2 等分線を 

作図しよう。 

問題 54 AB‖CD，AE=DE ならば 

 BE=CE になるだろうか。 

問題 55 AO=BO，DO=CO ならば 

 AD と CB は平行になるだろうか。 
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５．本時の目標 

・角の二等分線の作図が正しいことを，根拠を示して演繹的に説明することができる。 

 

６．本時のデザイン                             

教師の働きかけ（🔴発問，▲補助発問，■指示・説明）◯子供の学習活動     ◆留意点 ※評価 

１．問題提示 

 問題 43 ∠O の二等分線を作図しよう。 

 

 

 

 

 

 

■この作図をすれば角の大きさによらず，いつでも∠XOYを二等

分できるということですね。 

 

●作図の手順を振り返りますが，等しくした部分はどこになり

ますか。 

○AOと BO，ACと BCになります。 

 ●そうですね。そしたら，∠AOC＝∠BOCになったわけだけど， 

なぜ，AO＝BO，AC＝BCと辺を等しくとって Oと Cを結んだわ

けだけど∠AOC＝∠BOCになるのかな。 

 ●今日はそこの部分をみんなで取り組んでみよう。  

 

２ 課題の明確化 

課題 AO＝BO，AC＝BCならば∠AOC＝∠BOCになることを 

証明しよう。 

 

３．個人思考・集団思考 

 

●今，あてられたら困る人はいますか。（挙手で確認） 

 

●困っている人もいるからどのように証明を進めていくとよい

か，方針を全体で確認していこう。  

 

●まず，最初に確認したいんだけど今，示すことは何かな。 

○∠AOC＝∠BOCです。 

  

●そうだね。今示すことは∠AOC＝∠BOC なんだけれどこれを示

すためのヒントは言えますか。 

  ○三角形の合同。 

○三角形の合同条件を使う。 

  ○共通な辺。 

 

●結論を導くためのヒントがいくつかでてきたけど，証明の道

筋は見えたかな。どのように証明したらよいか近くの人に説

明しよう。 

 

 

 

 

◆図を板書し問題を提示する。

図を書かせて角の二等分線を

作図させる。 

◆作図が困難な状況があれば作

図の手順の動画を見せる。 

◆作図できた生徒に書き方を発

表させる。このとき黒板の図

に A，B，C を逐次板書してい

く。 

 

 

◆生徒にゆさぶりをかけ課題の

明確化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆わかっていることは仮定。示

すことは結論と言葉を整理し

ながら課題を提示する。 

 

◆個人思考の時間をとり期間指

導の中で生徒の実態を把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆生徒の発言を逐次板書してい

く。その中で「三角形の合同と

いったけど，どの三角形のこ

とかな」，「三角形の合同条件

ってどんなものがあったか

な」と生徒の実態をみて問い

返し生徒の言葉を紡ぐ。 

◆小集団交流を図り指名計画を

練る。 

 

 

◆代表生徒の説明を逐次板書し

て証明を黒板に残す。 
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４．振り返り 

 ●今回の証明にあたって，わかっていたことは，AO＝BO，AC＝BC

示したことは，∠AOC＝∠BOC ですね。仮定から結論を導くに

あたって，根拠として用いたものはなんですか。 

○三角形の合同。 

■では、同じように合同を利用する問題があるので取り組んで

みよう。 

 ●P132の問１に取り組んでみよう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆黒板に作図しながら（１），

（２）について全体確認をする。

（３）については，記述まで求め

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明）     △AOC と△BOC で， 

仮定から，     OA=OB…① AC=BC…② 

共通な辺だから， OP=OP…③ 

①，②，③より，３組の辺がそれぞれ等しいから， 

△AOC≡△BOC 

合同な三角形の対応する角は等しいから， 

        ∠AOC＝∠BOC 
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７．算数・数学科における主張 

 (1) 算数・数学科における「深い学び」の具現に向けて影響力を発揮し合う「学び合い」 

算数・数学科における「深い学び」とは，「数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる事象につい

て，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形成したり，よりよい方法を

見いだしたりするなど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し，思考，態度が変容する」（文部

科学省，2018）学びである。特に，「「深い学び」の具現に向けた影響力」については，子供の数学的な

見方・考え方を働かせた様相，すなわち「事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念等に着目

してその特徴や本質を捉えて表現したこと」」（文部科学省，2018）や「目的に応じて数，式，図，表，

グラフ等を活用しつつ，論理的に考え，問題解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技能を関連

付けながら，統合的・発展的に考えて表現したこと」」（文部科学省，2018）と捉えている。この「「深い

学び」の具現に向けた影響力」を発揮し合う「学び合い」の展開を目指したい。 

授業において「「深い学び」の具現に向けた影響力」を発揮し合う「学び合い」が表れる場面は，図の

問題発見・解決の過程」（文部科学省，2018）である。湊（1999）が述べる「知識は普遍的，客観的な

ものではなく主観的，個人的なものである。個人的知

識を学級などにおいて練り合い，練り上げることは，

社会的相互作用論によって支持されている。子どもの

主体的活動のもとで知識は協働によって変容を遂げ，

広い客観性を獲得する。練り合い，練り上げは知識の

普遍化を達成する。練り合い，練り上げの活動を通し

て，個人で構成した知識の意味を明確化し，この知識

と他の子どもが構成した知識との異同，自分の知識の

特徴などが明確になる」からも，個人の資質・能力は，

問題発見・解決の過程における「学び合い」によって

確かなものとなると考える。             図 算数・数学の問題発見・解決の過程 

 

 

 

 

 

問題発見・解決の過程では，各場面における個人思考や集団思考の時間を充実させることが大切であ

る。具体的には，適切に設定した授業の目標を細分化して，目標を達成した子供の姿および目標達成に

向かう子供の姿を想定した上で，次の２つの手立てを講じることとする。 

①個人思考時に，より多くの子供が問題発見・解決に取り組めるようにする 

・誤りを提示して，改善させる。 

・問題解決過程の途中までを提示して，続きを考えさせる。 

・問題解決の結果を提示して，逆向きに考えさせる。 

※個人思考の途中でこれらを板書や端末で提示（部分提示）し，考え続けさせる。 

・数学的な表現を柔軟に用いて相互に関連付け，言葉で説明し合う集団思考を想定し，自分の考えや

気付きをノートにメモさせる。 

・机間指導で子供の考えを把握し指名計画を立てる。教師の意図的な「つぶやき」をする。 

②集団思考時に，授業の目標達成に迫れるように子供同士の話合いを促進する 

・異なる考えを比較検討する。 

・同じ考えの異なる表現を比較検討する。 

・不完全な事柄・事実の説明や方法・手順の説明，理由の説明を改善する。 

※板書や端末で表現された考えの意図を読み取らせたり，続きを考えさせたりして，表現した子供

とは違う子供に説明（他者説明）させて共有する。 

・子供の発言を止めたり，問い返したりしながら強調，確認して，立ち止まる瞬間をつくる。 

・授業の目標に迫る考えのキーワードや，重要な箇所に矢印，下線や囲みを目立つように板書して，  

「見方・考え方」を顕在化する。 

・授業の目標に迫る考えが出ないときは，教科書を活用，子供に考えを読み取らせ説明させる。 

 

主張する手立て 

①個人思考時に，より多くの子供が問題発見・解決に取り組めるようにする 

②集団思考時に，授業の目標達成に迫れるように子供同士の話合いを促進する 
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８．平成 24年度全国学力・学習状況調査報告書を踏まえて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査問題の４(2)の正答率は 46.8%であ

り，筋道を立てて考え，証明することに課

題があることがあることが明らかとなって

いる。過去の調査においても正答率が 50%

より高いことがないため指導改善が求めら

れている。しかし，証明の記述は一朝一夕

に定着するものではない。そのため，本時

では，次のような段階を設けて進めていく。 

①形式通りであることを求めず，自由記述

で個人思考の時間をとる。 

②試行錯誤後，証明の方針を全体で確認し

ていく。 

③方針について小集団での口頭証明を取り

入れる。 

④代表説明を逐次板書していくことで方針

と記述証明のつながりを明らかにする。 

⑤教科書の問１の(2)を導入問題の適用問

題として扱い証明の書き方の定着を図

る。 

 本時での振り返りにあたる

教科書 P132 問１(2)が調査問

題の４(2)にあたる。 

 設問の趣旨は，作図された

直線が与えられた直線に垂直

であることを，三角形の道道

を利用して証明する問題であ

る。ここでは，筋道を立てて考

え，証明することが求められ

る。与えられた条件を基に，三

角形の合同を示すために必要

な事柄を見いだして，証明を

書くことができるかどうかを

みるものである。 


